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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次
第41期

第３四半期累計期間
第42期

第３四半期累計期間
第41期

会計期間
自 平成27年２月21日
至 平成27年11月20日

自 平成28年２月21日
至 平成28年11月20日

自 平成27年２月21日
至 平成28年２月20日

売上高 (千円) 39,071,502 41,093,687 48,402,097

経常利益 (千円) 3,748,992 3,799,512 3,379,448

四半期(当期)純利益 (千円) 2,361,199 2,488,897 1,968,014

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 2,061,356 2,061,356 2,061,356

発行済株式総数 (株) 26,240,800 26,240,800 26,240,800

純資産額 (千円) 21,156,102 22,797,762 20,433,541

総資産額 (千円) 31,446,829 33,890,301 32,795,252

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 90.27 95.15 75.24

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 14.00

自己資本比率 (％) 67.3 67.3 62.3
 

 

回次
第41期

第３四半期会計期間
第42期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成27年８月21日
至 平成27年11月20日

自 平成28年８月21日
至 平成28年11月20日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 8.06 9.04
 

(注)　１　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載

しておりません。

５　当社は、第40期第２四半期会計期間より「役員報酬BIP信託」を導入しており、当該信託が所有する当社株

式を自己株式として処理しております。これに伴い、１株当たり四半期(当期)純利益金額の算定上、当該

自己株式の期中平均株式数82,400株を控除しております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要な変更はありま

せん。
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第２ 【事業の状況】

　

 
１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについては重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第3四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用や所得環境が改善したことにより緩やかな回復基調となりました

が、消費マインドに足踏みが見られるなど、個人消費は伸び悩みが続いております。

国内の自転車業界におきましては、引き続き一般車を中心に販売の鈍化傾向が見られ、厳しい市況が続いておりま

す。当社におきましては、市場の動向を踏まえ、スポーツ用自転車の強化やPOSシステムの刷新による接客内容の充実

化を推し進め、オムニチャネル構築に向けた基盤づくりに注力してまいりました。店舗展開におきましては、６店舗

の新規出店とFC店１店舗の直営化、１店舗の退店により、全国にきめ細かい販売網を展開し、当該期間末の店舗数

は、直営店414店舗、FC店24店舗のあわせて438店舗となりました。あわせてスポーツ車の陣容強化を実現したスポー

ツスペシャリティストアを、新たに３店舗改装し、計18店舗となりました。

これらのことにより、スポーツ用自転車や電動アシスト自転車のような高付加価値商品の販売が好調に推移し、増

収増益を確保することが出来ました。

なお、商品開発におきましては、任天堂株式会社と共同制作した幼児車“マリオカート”、PB電動アシスト自転車

シリーズの第3弾“ENERSYS VIVE(エナシスヴィーヴ)”の販売を開始致しました。

　また、OpenStreet株式会社およびソフトバンク株式会社と事業提携し、自転車シェアリングサービス事業“HELLO

CYCLING”をスタートしております。

これらの結果、当第３四半期累計期間における売上高は41,093百万円（前年同四半期比5.2％増）となりました。利

益面では、営業利益は3,701百万円（前年同四半期比0.8％増）、経常利益は3,799百万円（前年同四半期比1.3％

増）、四半期純利益は2,488百万円（前年同四半期比5.4％増）となりました。

なお、当社は自転車小売事業を行う単一セグメントのため、セグメント別の記載を省略しております。

 

(2) 財政状態の分析

①資産

当第３四半期会計期間末の総資産の残高は、前事業年度末と比較して1,095百万円増加し、33,890百万円となりま

した。

流動資産は、前事業年度末と比較して597百万円増加し、14,045百万円となりました。これは主に、現金及び預金の

増加2,264百万円、売掛金の増加435百万円、商品の減少1,604百万円、未着商品の減少526百万円によるものでありま

す。

固定資産は、前事業年度末と比較して497百万円増加し、19,844百万円となりました。これは主に、新規出店等に伴

う差入保証金の増加268百万円等によるものであります。

②負債

当第３四半期会計期間末の負債の残高は、前事業年度末と比較して1,269百万円減少し、11,092百万円となりまし

た。

流動負債は、前事業年度末と比較して2,037百万円減少し、7,721百万円となりました。これは主に、短期借入金の

減少1,500百万円、１年以内返済予定の長期借入金の減少816百万円、未払法人税等の増加577百万円、買掛金の減少

463百万円、賞与引当金の増加360百万円等によるものであります。

固定負債は、前事業年度末と比較して768百万円増加し、3,371百万円となりました。これは主に長期借入金の増加

750百万円等によるものであります。
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③純資産

当第３四半期会計期間末の純資産の残高は、前事業年度末と比較して2,364百万円増加し、22,797百万円となりまし

た。これは当第３四半期純利益による増加2,488百万円、繰延ヘッジ損益の増加242百万円、剰余金の配当による減少

367百万円等によるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4) 研究開発活動

特に記載すべき事項はありません。

 

(5) 従業員数

当第３四半期累計期間において、当社の従業員数は36名増加し、1,354名となりました。これは主に業容拡大に伴う

採用によるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 96,243,200

計 96,243,200
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年11月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年１月４日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,240,800 26,240,800
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 26,240,800 26,240,800 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年８月21日～
平成28年11月20日

─ 26,240,800 ─ 2,061,356 ─ 2,165,171
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成28年８月20日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成28年８月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 300
 

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

26,237,200
262,372

株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

単元未満株式 普通株式 3,300
 

― 同上

発行済株式総数
 普通株式

26,240,800
― ―

総株主の議決権 ― 262,372 ―
 

(注) １　完全議決権株式（その他）における普通株式には、証券保管振替機構名義の失念株式1,400株（議決権個数 

14個）が含まれております。

２　完全議決権株式（その他）における普通株式には、役員報酬BIP信託が所有する当社株式82,400株（議決権

個数824個）が含まれております。

３　単元未満株式における普通株式には、当社所有の自己株式が50株含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成28年８月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社あさひ

大阪市都島区
高倉町三丁目11番４号

300 ― 300 0.0

計 ― 300 ― 300 0.0
 

（注）上記のほか、「役員報酬BIP信託」導入に伴い設定された役員報酬BIP信託が所有する当社株式82,400株を四半

期貸借対照表上、自己株式として処理しております。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成28年８月21日から平成28年

11月20日まで）及び第３四半期累計期間（平成28年２月21日から平成28年11月20日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

  資産基準             　 0.2％

  売上高基準          　  0.1％

  利益基準           　 △0.6％

  利益剰余金基準     　 △0.6％

 

EDINET提出書類

株式会社あさひ(E03439)

四半期報告書

 7/16



１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年２月20日)
当第３四半期会計期間
(平成28年11月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,487,652 3,751,784

  売掛金 1,156,458 1,592,298

  商品 8,417,484 6,812,575

  未着商品 1,176,257 649,493

  貯蔵品 157,156 125,729

  その他 1,055,164 1,115,900

  貸倒引当金 △2,311 △2,458

  流動資産合計 13,447,861 14,045,323

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 9,040,550 9,132,524

   土地 2,859,085 2,859,085

   その他（純額） 666,623 892,297

   有形固定資産合計 12,566,259 12,883,906

  無形固定資産 373,052 298,083

  投資その他の資産   

   差入保証金 3,900,361 4,168,719

   建設協力金 1,709,871 1,616,187

   その他 845,369 923,909

   貸倒引当金 △47,524 △45,829

   投資その他の資産合計 6,408,078 6,662,987

  固定資産合計 19,347,390 19,844,978

 資産合計 32,795,252 33,890,301
 

 

EDINET提出書類

株式会社あさひ(E03439)

四半期報告書

 8/16



 

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年２月20日)
当第３四半期会計期間
(平成28年11月20日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 3,115,299 2,652,264

  短期借入金 1,500,000 ―

  1年内返済予定の長期借入金 1,066,684 250,000

  未払法人税等 611,837 1,189,705

  賞与引当金 609,310 970,274

  株主優待引当金 30,055 23,510

  その他 2,825,254 2,635,374

  流動負債合計 9,758,441 7,721,128

 固定負債   

  長期借入金 1,500,000 2,250,000

  株式報酬引当金 44,000 62,000

  商品保証引当金 75,592 79,190

  資産除去債務 313,240 357,417

  その他 670,436 622,802

  固定負債合計 2,603,269 3,371,409

 負債合計 12,361,710 11,092,538

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,061,356 2,061,356

  資本剰余金 2,165,171 2,165,171

  利益剰余金 16,559,871 18,681,402

  自己株式 △120,387 △120,387

  株主資本合計 20,666,011 22,787,542

 評価・換算差額等   

  繰延ヘッジ損益 △232,469 10,219

  評価・換算差額等合計 △232,469 10,219

 純資産合計 20,433,541 22,797,762

負債純資産合計 32,795,252 33,890,301
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成27年２月21日
　至 平成27年11月20日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年２月21日
　至 平成28年11月20日)

売上高 ※1  39,071,502 ※1  41,093,687

売上原価 19,801,770 20,854,077

売上総利益 19,269,732 20,239,610

販売費及び一般管理費 15,598,464 16,538,176

営業利益 3,671,267 3,701,433

営業外収益   

 受取利息 38,424 40,217

 為替差益 107 2,536

 受取家賃 40,786 60,140

 受取補償金 27,248 4,950

 その他 23,402 47,488

 営業外収益合計 129,969 155,334

営業外費用   

 支払利息 6,630 4,770

 不動産賃貸原価 26,603 45,261

 その他 19,011 7,224

 営業外費用合計 52,245 57,256

経常利益 3,748,992 3,799,512

特別利益   

 受取補償金 ※2  93,446 ※2  101,810

 受取保険金 ※3  24,625 ―

 特別利益合計 118,072 101,810

特別損失   

 固定資産除売却損 ※4  16,257 ※4  4,575

 減損損失 16,127 14,361

 災害による損失 ※3  17,859 ※3  11,498

 店舗閉鎖損失 ※5  6,900 ―

 特別損失合計 57,144 30,435

税引前四半期純利益 3,809,919 3,870,887

法人税、住民税及び事業税 1,276,000 1,613,000

法人税等調整額 172,719 △231,009

法人税等合計 1,448,719 1,381,990

四半期純利益 2,361,199 2,488,897
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

当社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」(実

務対応報告第32号　平成28年６月17日)を当第２四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これによる当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微でありま

す。

(追加情報)

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」

（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以降に開始する事業年度から法人税率

等が変更されることとなりました。

これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用される法定実効税率は、平成29年２月21日から平成31

年２月20日までに解消が見込まれる一時差異については従来の32.0％から30.6％に、平成31年２月21日以降に開始

する事業年度に解消が見込まれる一時差異については従来の32.0％から30.4％に変更されております。

この税率変更により、繰延税金負債の金額（繰延税金資産の金額を控除した金額）が13,313千円減少し、当第３

四半期累計期間の法人税等調整額（貸方）が13,313千円増加しております。
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(四半期損益計算書関係)

※１ 当社の売上高は、入学・入社シーズンが重なる春が最需要期となるため、第１四半期会計期間の売上高が他の四

半期会計期間に比べて多くなり、業績の季節的変動があります。

　

※２ 受取補償金

前第３四半期累計期間（自　平成27年２月21日　至　平成27年11月20日）

　　　　　PB(プライベートブランド)商品の組み立て工程において混入した不良部品の点検・交換費用に係る補償金につい

て93,446千円を受取補償金として特別利益に計上しております。

　

当第３四半期累計期間（自　平成28年２月21日　至　平成28年11月20日）

         商品の組み立て工程において混入した不良部品の点検・交換費用に係る補償金について101,810千円を受取補償

金として特別利益に計上しております。

 

※３ 受取保険金及び災害による損失

前第３四半期累計期間（自　平成27年２月21日　至　平成27年11月20日）

平成27年５月に発生しました(旧)当社店舗、サイクルベースあさひ桜山店の火災による損失を災害による損失

17,859千円として特別損失に計上し、それに伴う受取保険金24,625千円を特別利益に計上しておりま

す。　　　　　　　　　

なお、災害による損失の主な内訳は次のとおりであります。

たな卸資産の廃棄損 6,989千円

復旧費用 9,990千円

その他 879千円

計 17,859千円
 

 

当第３四半期累計期間（自　平成28年２月21日　至　平成28年11月20日）

平成28年４月に発生しました熊本地震による当社店舗の修繕費用等を災害による損失として特別損失に計上して

おります。

 
※４ 固定資産除売却損の内訳は次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
(自　平成27年２月21日
至　平成27年11月20日)

当第３四半期累計期間
(自　平成28年２月21日
至　平成28年11月20日)

建物除却損 15,728千円 3,337千円

工具器具備品除却損 528千円 1,238千円

　合計 16,257千円 4,575千円
 

　

※５ 店舗閉鎖損失の内訳は次のとおりであります。

 
　前第３四半期累計期間
（自　平成27年２月21日
 　至　平成27年11月20日）

　当第３四半期累計期間
（自　平成28年２月21日
　 至　平成28年11月20日）

賃貸借契約解約違約金 6,900千円 ―
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
(自　平成27年２月21日
至　平成27年11月20日)

当第３四半期累計期間
(自　平成28年２月21日
至　平成28年11月20日)

減価償却費 907,497千円 978,385千円
 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間（自　平成27年２月21日　至　平成27年11月20日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月16日
定時株主総会

普通株式 314,885 12 平成27年２月20日 平成27年５月18日 利益剰余金
 

 
　(注)「配当金の総額」には、この配当金の基準日である平成27年２月20日現在で役員報酬BIP信託が所有する当社

　株式82,400株に対する配当金988千円が含まれております。

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

      　該当事項はありません。

　

当第３四半期累計期間（自　平成28年２月21日　至　平成28年11月20日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月14日
定時株主総会

普通株式 367,366 14 平成28年２月20日 平成28年５月16日 利益剰余金
 

 
　(注)「配当金の総額」には、この配当金の基準日である平成28年２月20日現在で役員報酬BIP信託が所有する当社

　株式82,400株に対する配当金1,153千円が含まれております。

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

      　該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

当社は関連会社がありませんので、該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間（自　平成27年２月21日　至　平成27年11月20日）

当社は、自転車小売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当第３四半期累計期間（自　平成28年２月21日　至　平成28年11月20日）

当社は、自転車小売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成27年２月21日
至 平成27年11月20日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年２月21日
至 平成28年11月20日)

１株当たり四半期純利益金額 90円27銭 95円15銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 2,361,199 2,488,897

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 2,361,199 2,488,897

普通株式の期中平均株式数(株) 26,158,050 26,158,050
 

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２　株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益

金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第３四半期累計期間

82,400株、当第３四半期累計期間82,400株であります。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年１月４日

株式会社あさひ

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   松　　井　　隆　　雄   印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   近　　藤　　康　　仁   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社あさひ

の平成28年２月21日から平成29年２月20日までの第42期事業年度の第３四半期会計期間(平成28年８月21日から平成28年

11月20日まで)及び第３四半期累計期間(平成28年２月21日から平成28年11月20日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社あさひの平成28年11月20日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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